
令和6年10月分（12月支給）より

児童手当の制度が一部変更になりました。

■支給対象年齢拡大・多子加算の拡充
①18歳到達後の最初の年度末までの児童(以下、高校生年代以下児童と
表記)がいる世帯が支給対象となりました。

②第3子以降の児童は児童1人あたりの支給額が一律3万円となりました。

■所得制限撤廃
上記①に該当する全世帯が児童手当の支給対象となりました。

■多子加算の算定対象児童の拡大
多子加算の算定対象が、③18歳年度末以降～22歳年度末までの児童
(以下、大学生年代児童と表記)まで拡大しました。

■支給月が2カ月に1回
支給月が、2月、4月、6月、8月、10月、12月、になりました。

児童年齢 算定 支給金額

22歳 第1子

17歳 第2子 10,000円

10歳 第3子 30,000円

児童年齢 算定 支給金額

22歳

17歳 第1子

10歳 第2子 10,000円

制度改正前 制度改正後

１.制度改正内容

2.手当の支給について

児童手当は、原則、申請した翌月分からの支給となります。申請が遅れる
と、原則として遅れた月分の手当を受けることができませんので、ご注意く
ださい。
※ただし、出生日や転入日が月末に近い場合、申請日が翌月になっても移動
日の翌日から15日以内であれば、申請月分から支給します。（15日特例）

児童年齢

支給金額（1人あたりの月額）

第1子・第2子 第3子以降

3歳未満 15,000円

30,000円3歳以上～18歳 10,000円



3.申請対象者
児童手当又は特例給付を受給していますか？

大学生年代児童（表面③に該当）がおり、
3人以上のきょうだいがいますか？

大学生年代児童（表面③に該当）
がいますか？

申請必要（下記Ａへ） 申請不要※１

申請必要（下記Ｂへ） 支給対象外 申請必要（下記Cへ）

高校生年代以下児童(表面①に
該当）がいますか？高校生年代以下児童（表面①に

該当）がいますか？

いいえ
はい

はい

いいえはい

４.児童手当の支給手続き

下記の提出書類を郵送または糸満市役所２階こども未来課窓口まで直接提出してください。

提出書類

・監護相当・生計費の負担についての確認書【様式第６号の９】
・別居している大学生年代児童がいる場合、その児童の個人番号がわかるもの（窓口提出者のみ）

・児童手当認定請求書【様式第２号】
・監護相当・生計費の負担についての確認書【様式第６号の９】

（3人以上のきょうだいがいる大学生年代児童について記入してください。）
・請求者名義の普通預金通帳のコピー
・請求者の身分証明書（運転免許証等）のコピー
・請求者及び配偶者の個人番号がわかるもの（窓口提出者のみ）
・別居している大学生年代児童がいる場合、その児童の個人番号がわかるもの（窓口提出者のみ）
・健康保険証のコピー（3歳未満の児童がおり、国家公務員共済、地方公務員等共済に加入している方のみ）

・児童手当認定請求書【様式第２号】
・請求者名義の普通預金通帳のコピー
・請求者の身分証明書（運転免許証等）のコピー
・請求者及び配偶者の個人番号のわかるもの（窓口提出者のみ）
・健康保険証のコピー（3歳未満の児童がおり、国家公務員共済、地方公務員等共済に加入している方のみ）

▼申請対象者Ａ

▼申請対象者Ｂ

▼申請対象者C

いいえはいいいえはい

※ 申請者が公務員の場合は、勤務先で申請してください。

※児童の養育者のうち、生計を維持する程度が高い方（所得が高い方）が受
給者となります。申請前にご確認ください。

いいえ

・別居監護申立書【様式第６号の２】（他市町村に住民票がある児童について記入してください。）
・別居している児童の個人番号がわかるもの（窓口提出者のみ）

▼共通書類 別居している支給対象児童がいる方

支給対象外


